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表 4 第 3条の規定に基づく優生手術（母体保護を目的とした手術を含む。）の各号別実施件数の推移 

第 1号 
（当事者遺伝） 

第 2号 
（近親遺伝） 

第 3号 
（らい疾患） 

第 4号 
（母体の生命危険）

第 5号 
（母体の健康低下） 合計 

昭和24年 74 100 95 2,606 2,690 5,565 

昭和25年 100 135 103 4,744 6,048 11,130 

昭和26年 120 117 107 5,848 9,561 15,753 

昭和27年 340 237 21,241 21,818 

昭和28年 344 116 31,162 31,622 

昭和29年 226 107 122 13,572 23,029 37,056 

昭和30年 305 186 129 15,640 25,633 41,893 

昭和31年 279 175 105 16,197 26,465 43,221 

昭和32年 189 123 89 16,485 26,410 43,296 

昭和33年 192 142 72 15,821 24,677 40,904 

昭和34年 184 89 55 15,130 23,679 39,137 

昭和35年 238 94 65 15,079 22,411 37,887 

昭和36年 203 69 46 13,940 20,345 34,603 

昭和37年 143 59 6 12,908 18,572 31,688 

昭和38年 131 39 72 12,893 18,838 31,973 

昭和39年 102 46 11 11,566 17,188 28,913 

昭和40年 136 30 9 10,741 15,593 26,509 

昭和41年 103 40 17 9,592 12,806 22,558 

昭和42年 98 42 23 8,768 12,151 21,082 

昭和43年 122 51 17 7,890 10,404 18,484 

昭和44年 99 35 25 7,784 9,096 17,039 

昭和45年 79 25 6 6,767 8,593 15,470 

昭和46年 90 17 5 6,197 7,504 13,813 

昭和47年 82 19 0 5,245 6,362 11,708 

昭和48年 255 13 7 5,138 6,178 11,591 

昭和49年 118 21 5 4,445 6,002 10,591 

昭和50年 62 7 1 4,353 5,595 10,018 

昭和51年 54 7 0 4,051 5,283 9,395 

昭和52年 58 3 0 3,886 5,479 9,426 

昭和53年 55 10 0 3,884 5,348 9,297 

昭和54年 58 19 0 3,512 5,792 9,381 

昭和55年 31 10 0 3,286 5,837 9,164 

昭和56年 23 4 0 2,757 5,707 8,491 

昭和57年 39 5 0 2,719 5,660 8,423 

昭和58年 37 4 0 2,585 5,900 8,526 

昭和59年 27 4 0 2,429 5,723 8,183 

昭和60年 43 1 2 2,124 5,476 7,646 

昭和61年 13 6 0 1,955 5,750 7,724 

昭和62年 13 5 0 1,630 5,694 7,342 

昭和63年 17 3 0 1,739 5,523 7,282 

平成元年 42 1 2 1,561 5,375 6,981 

平成2年 10 4 0 1,505 5,190 6,709 

平成3年 29 3 0 1,347 4,759 6,138 

平成4年 31 0 1 1,148 4,458 5,638 

平成5年 16 1 0 910 4,043 4,970 

平成6年 38 0 0 937 3,491 4,466 

平成7年 19 1 1 890 3,274 4,185 

平成8年 19 9 0 717 3,059 3,804 

合計 6,967 1,551 819,975 828,493 

（注）平成 8 年の第 4 号及び第 5 号の件数は、旧優生保護法が母体保護法に改正され、第 1 号及び第 2 号に繰り上げ

られた平成 8年 9月 26日以降の手術件数を含む数値。 

（出典）厚生労働省資料を基に作成。 
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られた平成8年9月26日以降の手術件数を含む数値。

甲第165号証
第2章 優生手術の実施件数の推移等

表 4第3条の規定に基づく優生手術（母体保護を目的とした手術を含む。）の各号別実施件数の推移

（皆事者遺伝） （近親遺伝） （らい疾患） （母体の生命危険）（母体の健康低下） 合計

0

5

20

平成〒年

5

0

9

0
0

0

合計
（注）平成8年の第4号及び第5号の件数は、旧優生保護法が母体保護法に改正され、第1号及び第2号に繰り上げ

（出典）厚生労働省資料を基に作成。
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